
 
 

ドラッカーの言葉の数式化 
 

（10 月のごあいさつ） 
 
 

 
平成 25 年 10 月 1 日（火） 

 
 10 月になってもまだ暑く、秋が北からおりてくるのは時間がかかるようです。 

 
先日、神戸で開催された日本公認会計士協会の研究大会に参加した。そこで選択受

講した公認会計士高田直芳先生の「管理会計と原価計算の革新を目指して」という講

義を拝聴して、これはドラッカーの考え方の数式化のヒントではないかと感じた。 
 
高田先生のお考えは、企業活動は y=ax+b のような一次式や単利計算的発想では理

解したり、把握することはできない。企業活動は日々複利の連鎖にあり、その活動コ

ストは複利計算を内蔵し、複利的な成長を遂げるものである。企業業績が向上すると

きコストやキャッシュは複利的に増殖し、業績が悪化するときコストやキャッシュは

複利的に減衰する。費用関数は直線形ではなく､曲線形や非線形の指数関数 y=b･etX等

で描かれるべきだというものであった。 
 
これは、ドラッカー経営学の数式化でないか。ドラッカーが傾向値(トレンド)を論

じ、電信電話会社の事業は通信ではなくサービスであるとし、キャデラック事業部は

顧客に自動車を売っているのでなく、ダイヤモンドやミンクのコートのようなステー

タスシンボルを売っているのだと解説するとき、その言葉や考え方には数式があり、

その数式は直線形だけではなく曲線形も含まれている筈だ。 
例えば次のような感じである。 

費用・コスト・努力とそれを超える成果・売上高の関係 

 
                   ×     × abolish 
 
                                   売上高直線（y=x） 
 
 
 
 

◎  focus 
 
             総コスト曲線（y=b･etx） 
             
 

     △             △ new product 
 

           注力、集中 

 赤字でもやる仕事   FOCUS    やってはいけない仕事 

 

このように考えると、日頃の経営学も監査実務も楽しくなってくる。 
赤字でもやる仕事、focus する仕事、放棄すべき仕事の区別は難しいが、その区別

は存在し、仮に売上高を直線と見ても、総コスト曲線の上方の動きは､確実にやって

はいけない仕事のあることを予想させる。 

◎ 


